
まえがき＝粉末冶金法は複雑形状で高精度を得るための
有効な方法として，特に自動車部品用に年々適用が拡大
している。しかし，プレスでは成形困難な形状や，機械
加工を施さないと需要家の要求する精度へ対応できない
などの理由で，多くの部品に何らかの機械加工が施され
ているのが現状である。焼結部品は，空孔が存在するた
め熱伝導が悪く，また，工具に断続的な応力がかかるた
めに，溶製材と比較して被削性が悪いことが知られてい
る。
　これまで焼結部品の被削性を改善するために，低融点
金属，硫化物，酸化物などさまざまな添加剤が報告され
ている1）。 これらの中で，MnS 粉が他の被削性改善添
加剤と比べ粉末冶金用としての特性とコストとのバラン
スがより良いことから，被削性改善添加剤として多用さ
れている。しかし，MnS 粉は焼結雰囲気での脱硫によ
る有害ガスの発生，機械強度の悪化あるいは焼結体表面
の汚れなどの問題がある。
　このような状況で，MnS 粉に代替可能な新しい被削
性改善添加剤KSXを開発した








